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第３号（仙台特集）  

ＮＯＶＥＭＢＥＲ ２００１ ぼんじゅーる修太通信  

1枚のブルーの絵との出会い 
仙台市 青葉区 太田泰冶 

限りないブルーに魅せられたのが森崎氏と

の出会いでした。 
いまだ 現役のライフスタイルの中で、或る

時は はげまされ なぐさめられ、時として語

りかけながら、作品と共に 心豊かな 
“ほっとする毎日”を過ごして居ります。 
情熱的なオレンジのタッチは、やがて来

る人生の終幕と重なって まさに直感で

気に入りました。 
南仏に一度行ってみたい心情です。 

 
 

修太先生の作品がある暮らし         ２００１年秋 上山万智子 
（仙台市出身 横浜在住） 

先生の作品に出会い早７年。その色調の何と美しいこと 透明感 色と色との絶妙なバランス・・・何気なく訪れた

個展会場でしたが、しばし立ちつくしてしまいました。 

家の改修工事費等作品の値段とが頭の中で駆け巡りました。しかし、“頂かなか

ったら後悔する！”の結論。その後、先生の作品の存在が、いかに私の生活に良

い風を送って下さったことか・・。 

鉛を背負ったように疲れた日々、仕事上のストレス等々、いろいろありました

が、作品が視野にいつもあることでホッとし、疲れが柔らいでいきます。この思

いは、今も変わることなく“Ａｒｔのある暮らし”の手応えを・・・少々おこが

ましさを感じながらも、身近な友人知人に広げつつ、自称「広報宣伝係」として

先生の“おっかけ”をしております。修太絵画に心から感謝！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ジミ婚のあかし“ 
ＴＶの取材で画面に映っていたという作品を

探しながら、若いカップルは囁いていた。ハネ

ムーンにいくとしたら・・こんな白い家のある

真っ青な海のあるところへ行きたいネ・・。 
「結婚式をしなかった分、記念になる作品

を！」と訪れてくれ

たお二人には、既に

ベビー誕生の兆し

あり？どうか、いつ

ま で も お 幸 せ

に！！ 

 “お母さんのキ・モ・チ“ 
バラライカを奏でる力づよい４号の作品を行

ったり来たりしながら見ていてくださった母

娘連れのお二人。笑顔の綺麗なお嬢さんの傍ら

で少し寂しげな表情で意を決するように、お母

さんがおっしゃった。「この絵、お嫁に行くと

き持っていってくれる？お母さんやと思っ

て・・」間近に、 
お式を控えている 
娘さんへの複雑な 
想いが感じられた 
・・一瞬だった。 

“500円玉の大変身“ 
「まさか、私が絵を買うことになるなん

て？・・・サムホールの赤い小品の前で照れな

がら悩んだ末、・・元気印のＯさんが思いつい

た案は、満タン近い 500円玉貯金箱だった。 
お支払いの日、 
“してやったり” 
500円玉を作品 
の前に山積みに 
して修太先生と 
ツーショット！ 

お知らせコーナ 
今後の「修太個展」予定 

’02  1/28～2/3日・・ 札幌三越 
’02  4/30～5/6日・・ 福岡三越 
’02  7/17～7/23日・・神戸阪急 
その他、東京、広島でも企画中 
“ひとこと！ご挨拶” 
森崎修太先生との、すばらしいご縁を頂き 3回目の個
展の運びとなりました。先生のお作風の魅力と多くの

お客様の暖かなご厚情に支えられ、先生と皆様には感

謝の気持でいっぱいでございます。11月 20から開催
される本展でも、先生が仙台三越アートギャラリーで

の個展の為に心血を注がれた力作 40余点が一堂に発
表されます。皆様との再会、そして新しい出会いを今

から楽しみにしております！ 
ご高覧頂ければ、幸いでございます。 
 
三越ｱｰﾄｷﾞｬﾗﾘｰ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 阿部


